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牛肉骨粉等の鶏・豚等用飼料への利用に係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）

についての意見・情報の募集結果について 
 

 

１．実施期間 令和６年３月２７日～令和６年４月２５日 

 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 

 
３．提出状況 ２通 

 
４．頂いた意見・情報及び食品安全委員会の回答 

 

 頂いた意見・情報※ 食品安全委員会の回答 

１ １．我が国の畜産業は輸入飼料に依

存しているが、近年の国際情勢や気

候変動などで価格高騰や供給不安と

いった脆弱性が露呈している。 

２．国内畜産業を維持する観点から

肉骨粉は貴重な国産飼料であり、ま

た、食肉製造で発生する副産物の資

源循環の観点からも重要である。し

かし、牛肉骨粉は養魚用飼料での利

用が解禁されているにもかかわら

ず、ほとんど利用されず処分されて

いる。 

3．今回の鶏豚用等飼料への牛肉骨粉

の利用再開に関する食品健康影響評

価案について 

（１）原材料としての牛の安全性 

食品安全委員会プリオン専門調査

会は、リスク管理機関から牛肉骨粉等

の鶏・豚等用飼料への利用に係る食品

健康影響評価について諮問を受け、こ

れまでの食品健康影響評価で得られ

た知見に加えて、我が国における BSE

に係るリスク管理措置及びその結果

等を踏まえて、中立公正な立場から議

論を行い、今般の審議結果案をとりま

とめたところです。審議結果案では、

これまで実施されてきた牛等に対す

るリスク管理措置が現状と同様に遵

守されることを前提として、牛肉骨粉

等を、鶏・豚等を対象とする飼料の原

料として利用したとしても、人への健
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（２）給与対象家畜（馬、豚、家き

ん）の BSEプリオン感受性 

（３）交差汚染した牛用飼料を給与

された牛等を通じて人が感染するリ

スク 

の観点でリスク評価がなされている

が、これまで食品安全委員会が示し

てきた根拠に準じている。 

4．養魚用飼料で使用が進まなかった

事実を踏まえると、行政側から国民

へのリスクコミュニケーションや意

義・重要性の啓発が不足していたと

感じる。 

5.農水省だけでなく、厚労省・食品

安全委員会からの啓発・意識醸成が

重要であるため、具体的な啓発活動

を示し、確実に推進する考えを示し

ていただきたい。 

康影響は無視できると結論付けまし

た。 

食品安全委員会が実施したリスク

評価結果については、リスクコミュ

ニケーション、食品安全委員会ホー

ムページ及び広報誌等を通じてわか

りやすく説明していく等、国民の皆

様方のご理解を深めて頂けるよう、

丁寧な対応に努めてまいります。 
一方、啓発・意識醸成に関する御

意見については、リスク管理機関に

お伝えいたします。 

２ 「牛肉骨粉等を鶏・豚等用飼料とし

て利用すること」を評価し、人への

健康影響は無視できるとの結論です

が自然の状態では、牛肉骨粉など食

する生態系になっていないのだか

ら、こういうものは避けた方がいい

と思います。 

食品安全委員会プリオン専門調査

会は、リスク管理機関から牛肉骨粉等

の鶏・豚等用飼料への利用に係る食品

健康影響評価について諮問を受け、こ

れまでの食品健康影響評価で得られ

た知見に加えて、我が国における BSE

に係るリスク管理措置及びその結果

等を踏まえて、中立公正な立場から議

論を行い、今般の審議結果案をとりま

とめたところです。審議結果案では、

これまで実施されてきた牛等に対す
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るリスク管理措置が現状と同様に遵

守されることを前提として、牛肉骨粉

等を、鶏・豚等を対象とする飼料の原

料として利用したとしても、人への健

康影響は無視できると結論付けまし

た。 

※頂いたものをそのまま掲載しています。 

 


